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第１ 公園区域の変更 

１ 変更理由 

瀬戸内海国立公園は、その比類ない多島海景観に加えて、自然と人文とが調和した特色ある景

観を有することから、昭和 9年 3月 16 日に我が国最初の国立公園の１つとして指定された。その

後、数回にわたる公園区域の拡張によって、現在は 11府県にまたがる瀬戸内海のほぼ全域が国立

公園として指定されている。 

六甲地域は、瀬戸内海国立公園の東部に位置し、六甲山系のうち東の譲
ゆずる

葉山
は や ま

から六甲山、摩耶

山を経て、西の再度山
ふたたびやま

までの東西約 20kmに及ぶ区域を有する。本地域は昭和 31 年 5 月 1 日に区

域が指定された後、特別地域の指定、特別保護地区の指定、区域の変更を経て、昭和 59 年 6 月 15

日に公園区域及び公園計画の全般的な見直し（再検討）が実施されている。その後、平成 5 年 7

月 19 日に第 1次点検、平成 13 年 3 月 30 日に第 2次点検、平成 22 年 2 月 9日に第 3次点検が行

われ、現在に至っている。 

今回の公園区域の変更（第４次点検）は、第３次点検以降における本地域を取り巻く情勢変化

を踏まえ、区域線が不明確であった箇所について、明確化を図るため公園区域の変更を行うもの

である。
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２ 指定理由の変更内容 

指定理由を次のとおり変更する。 

(表 1：指定理由変更表) 

変更後 変更前 

①景観（同一風景形式中、我が国の風景を代表する傑出した自然の風景

地） 

瀬戸内海国立公園は、その比類ない内海多島海景観に加えて、古くから営

まれている人間生活がもたらした、人文と自然とが調和した独特の親しみ

深い景観を有する、昭和９年に指定された我が国最初の国立公園の１つで

ある。その後、数回にわたる公園区域の拡張により、現在は、紀淡、鳴門、

豊予、関門の４つの海峡に囲まれた瀬戸内海のほぼ全域を占めるに至り、関

係する府県も、大阪府、兵庫県、和歌山県、岡山県、広島県、山口県、徳島

県、香川県、愛媛県、福岡県及び大分県の 11 府県に及び、我が国の国立公

園最大の面積を有している。 

以上より、本地域は内海多島海景観を中心としたすぐれた海洋景観を風景

形式とし、それと調和した人々の営みを有する区域及び瀬戸内海の眺望に

すぐれた山地であり、我が国を代表する傑出した景観を有する地域である。 

 

②規模（区域面積が原則として３万ha以上 ※海岸・島嶼の場合は１万ha以

上） 

本国立公園の区域面積は、陸域 67,308ha、海域 836,689haである。 

 

③自然性（原生的な景観核心地域が原則として約 2,000ha以上 ※海岸の場

合は、20km、島嶼の場合は 1,000ha以上） 

本国立公園の原生的な景観核心地域は、5,724haである。 

＜参考：特別保護地区 978ha、第一種特別地域 4,690ha、海域公園地区

再検討時（昭和 59年）の指定書に記載なし。 
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56.4ha＞ 

 

④利用（大人数による利用が可能） 

自然観賞、海水浴、キャンプ、船遊、釣り、潮干狩り等が盛んで、アクセ

スの容易さもあり、利用性に富んでいる。 

 

 以上より、「国立公園及び国定公園の候補地の選定及び指定について」（平

成 25 年 5 月 17 日付け環自国発第 1305171 号環境省自然環境局長通知）の

別添「国立公園及び国定公園の候補地の選定及び指定要領」のうち「１国立

公園及び国定公園の候補地の選定」に掲げる各要件を満たしている。 

 

また、本国立公園のテーマを「輝き続ける島と海～自然と暮らしが調和

する内海多島海景観～」とし、瀬戸内海において古くから営まれている人

間生活がもたらした人文と自然とが調和した独特の親しみ深い景観を保全

し、これらの適切な利用を推進するものである。 

 

 

３ 地域の概要の変更内容 

地域の概要を次のとおり変更する。 

(表 2：地域概要変更表) 

変更後 変更前 

六甲地域は、瀬戸内海国立公園の東部に位置し、六甲山系のうち東の譲

葉山から六甲山、摩耶山を経て、西の再度山までの東西約 20kmに及ぶ山

岳区域を有する。 

本地域は昭和 31 年５月１日に区域指定された後、区域の変更、利用計

画の追加等を経て、昭和 59 年６月 15 日に公園区域及び公園計画の全般

再検討時（昭和 59年）の指定書に記載なし。 
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的な見直し（再検討）が行われた。その後、平成５年７月 19 日に第１次

点検、平成 13年３月 30日に第２次点検、平成 22年２月９日に第３次点

検が行われ、現在に至っている。 

阪神間の大都市圏に近接し、明治時代より旧居留地の外国人が開いたレ

クリエーションの場として、各種利用施設や交通網が整備されてきたこ

とから、古くから関西屈指の保養・避暑の適地として、また都市住民の身

近な野外レクリエーションの場として親しまれてきた。標高 931mを最高

峰とする山上からは、眼下に大阪－神戸間の大都市を、その先には紀淡海

峡から大阪湾、明石海峡までの瀬戸内海を、さらに遠方には紀伊山地や淡

路島の山並みを望むことができ、瀬戸内海の絶好の展望地となっている。

また、日本近代登山発祥の地とも言われる六甲山の登山道は、全域に網の

目のように張り巡らされ、多様なバリエーションを持つことから、多くの

登山者で賑わっている。 

本地域は、かつては乱伐によって荒廃した山となっていたが、現在では

植林事業などによって緑豊かな環境に回復し、都市近郊にあっては貴重

なものとなっている。本地域を海際から見ると、大都会の街並を前に六甲

山の緑が映える風景は美しく、阪神間のシンボル的存在となっている。 

このように古くから街とつながり、都市山として街の文化と一体となっ

て育まれてきた六甲山は、都市近郊にあって豊かな自然を有するレクリ

エーションの場となっており、大都市近郊の国立公園として独自の役割

を果たしている。 

 

（１）景観の特性 

ア 地形、地質 

 六甲山は、約 100 万年前から始まった六甲変動と呼ばれる東西からの

強い力による地殻変動（断層運動）により隆起し形成された東に高く西

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）景観の特性 

ア 地形・地質 

六甲山塊は地殻の上昇運動に伴う数多くの衝上断層によって生じた構

造山地であって、東に高く西に低い傾動地形をなす。最高点は東六甲にあ
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に低い傾動地塊である。山頂付近には起伏の少ない平坦な隆起準平原が

広がっているが、南北の斜面、特に南斜面は急峻である。六甲山には多

くの断層が存在し、南斜面には、六甲－淡路断層帯を構成する五助橋断

層、芦屋断層などが見られ、芦屋奥池などはこれらの断層運動により生

じた階段状の平坦地である。北斜面には有馬－高槻断層帯を構成する六

甲断層などが見られ、蓬莱峡や白水峡などの谷を形成している。 

河川は南斜面に多く、住吉川や芦屋川などは急流河川であり、山麓に

土砂を運び出してその堆積物により扇状地を発達させている。また、山

中には鼓ヶ滝、高座の滝、有馬四十八滝など多くの滝が存在する。 

六甲山の地質の多くは花崗岩で形成されているが、断層運動によって

破壊されてもろくなり、長い年月の風化作用によりマサ土となって、表

土を形成している。これより六甲山の地質は非常に脆弱で、大雨が降る

と風化した表土が崩壊し、山崩れを発生させてきた。蓬莱峡や白水峡の

断層破砕帯では、破砕された花崗岩がさらに風化を受けて、凸凹の激し

い裸の岩が露出する、いわゆる『悪地（バッドランド）地形』を呈して

おり、特異な地形となっている。 

 

イ 植生 

六甲山の原植生の垂直分布は標高 750mを境に上部が冷温帯、下部が暖

温帯に属しているため、上部は夏緑樹林、下部は照葉樹林となる。しか

し、六甲山は古くから木材利用等を目的に樹木の伐採を繰り返したため、

江戸時代にはほとんどはげ山と化していた。現在の六甲山の植生は、明

治時代に開始された植林事業により回復したものであり、大部分が人為

の加わった二次植生である。二次植生の大半は、針葉樹林であるアカマ

ツ林（アカマツ－モチツツジ群集）か、夏緑樹林であるコナラ林（コナ

ラ－アベマキ群集）であり、このほかに照葉樹林であるアラカシ林（ア

る六甲山（標高 931m）であり、それに重なる標高 800m 前後の山々には隆

起準平原地形の平坦面が広がる。さらに、山塊に南東側は断層によって芦

屋奥池一帯（標高 500m 前後）を始めとして、いくつかの階段状の平坦面

が見られる。また、断層面は、数 100m の落差で急な崖となり、その間を

ぬう無数の小谷が早壮年期の急峻な地形を形づくっており、このような

小谷の水は芦屋川、住吉川、都賀川などの急流となって流れ下り、山麓部

に数多くの扇状地を発達させている。 

六甲山塊の地質の大部分は広島方と領家型の新旧２種類の花崗岩類に

より構成されている。この花崗岩は多くの断層によって破砕され、きわ

めてもろくなって、河谷侵蝕により破礫として下流へ運ばれ続けてい

る。また、六甲山最高峰の東南にある東お多福山及びその南麓部には古

生層が分布する。この古生層は頁岩及び砂質頁岩を主とし、このため、

地形上も周辺の花崗岩が侵蝕された急峻な地形とは異なり、なだらかな

山容を見せている。 

 

 

 

イ 植生 

 六甲山系の現植生は、大部分が人為の加わった二次的植生であり、

モチツツジ－アカマツ群集が優占するが、裏六甲の東部にはコナラ群落

も見られる。また、スギ、ヒノキの植林地も裏六甲ドライブウェ－東側

の有馬町背後の山地に多く、六甲山上から西の石楠花山にかけての谷あ

いや斜面にも点在している。公園内で原植生が残存しているものとして

は、イヌブナ及びブナ林が紅葉谷、瑞宝寺谷、極楽渓の山頂付近にサカ

キ－ウラジロガシ群集が摩耶山天上寺跡一帯に、シイ－カナメモチ群集

が大竜寺周辺に見られる。また、乾燥した尾根筋の岩上にはアカマツ群
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ラカシ群集）が小規模に分布している。近年はアカマツ林がマツ枯れの

影響で減少しており、コナラ林に置き換わっている状況である。また、

スギやヒノキなどの植林地が六甲山北部を中心に分布している。なお、

これらの二次植生においては、防災、生物多様性、景観保全の観点から、

人為的管理が必要となっている。 

 六甲山において自然林が残存しているのはわずかであり、社寺林とし

て摩耶山旧天上寺周辺にカシ型照葉樹林（ウラジロガシ－サカキ群落）、

再度山大龍寺付近にシイ型照葉樹林（コジイ－カナメモチ群集）が残っ

ている。このほかに、天然スギを主体とした針広混交林が摩耶山の国有

林内に、小面積のブナ型夏緑樹林（ブナ－シラキ群集）が六甲山頂付近

の紅葉谷などにわずかに残存している。ブナについては、六甲山は瀬戸

内海臨海部では数少ない生育地であるが、現在残存するのはおよそ 100

株程度である。 

他に特記すべきものとして、芦屋奥池上部及びイモリ池の湿地植物群

落、また、二次植生であるが東お多福山一帯の半自然草原（ススキ－ネ

ザサ群落）があげられる。 

 

ウ 野生生物 

ほ乳類については、イノシシ、ニホンリス、イタチ、テン、ノウサギ

などが確認されている。イノシシについては人為的な餌付けの影響をき

わめて強く受けており、特に表六甲では人慣れした個体が高密度に分布

している。公園利用者の目に触れることも多く、人身被害も発生してい

る。また、スミスネズミは六甲山で英国人により発見され、タイプ標本

が作られたことから、発見者の名前にちなんで命名された在来のネズミ

であり、観察例は少ないものの、近年においても個体が確認されてい

る。 

落が極相林として成立している。 

他に特記すべきものとしては、芦屋奥池上部及びイモリ池の湿地植物

群落、また二次植生であるが、東お多福山山頂一帯のネザサ－ススキ群

集があげられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 野生動物 

都市に近く、山容も小さいこともあって、大型哺乳動物の生息種は少

なく、イノシシ、ノウサギ等が確認されている。なお、イノシシは鳥獣

保護区となっていることから近年増えつつあり、山麓に出没して公園利

用者の目に触れることも多い。 

鳥類は約 200 種が記録されており、春秋の渡りの季節には特に数が増

え、コマドリ、サンショウクイ、サシバなどの通過も見られる。また、

布引貯水池には毎冬オシドリの群れが数十羽渡来する。 

昆虫相は大変豊富な山系と言われており、今まで蝶類 100 種、甲虫
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鳥類についてはオオルリ、サンショウクイなど森林性鳥類を中心に多

様な種が確認されている。昆虫類については、ハッチョウトンボやエゾ

ゼミのような冷温帯域に生息する種が見られることが特徴的である。 

 

 

エ 自然現象 

裏六甲の紅葉谷などの谷筋には有馬四十八滝と呼ばれる滝群がある

が、冬になると凍り付いて氷瀑となる。これらはアイスガーデンと呼ば

れているが、近年は完全に凍結することも少なくなってきている。 

 

 

 

 

 

 

オ 人文景観 

六甲山はその地形・地質の特徴より土砂災害が発生しやすく、古くから

山麓に形成された都市に大きな被害をもたらしてきたため、明治時代に

は六甲山中において砂防事業が開始されていた。現在は約 1000 基もの砂

防堰堤が山中に設置されているが、年代や種類の違いにより多様な砂防

堰堤を見ることができ、六甲山の防災の歴史を伺い知ることができる。

このうち昭和 30 年代に建設された五助堰堤と杣谷堰堤については、その

文化的価値から登録有形文化財となっている。 

また、六甲山は神戸港の居留外国人により別荘地として開発された歴史

を持ち、1903 年に日本最初のゴルフ場である神戸ゴルフ倶楽部が開設さ

れるなど、昭和初期までかけて西洋文化の影響を受けたリゾート施設や

1,400 余種、カメムシ類 170 種、トンボ 70 余種、セミ 9種が記録されて

いる。特記すべきものとしては、外来昆虫が定着したキベリハムシ、湿

地に住むハッチョウトンボ、標高 800m 以上の山頂付近に生息するエゾ

ゼミ、摩耶山を模式産地とするマヤサンオサムシなどがあげられる。 

 

エ 特殊景観 

六甲山塊の基岩をなす花崗岩が断層活動によって破砕され、それに加

わった水の分解作用、侵蝕作用により生じた特異な地形がいくつか見ら

れる。 

その最大のものは裏六甲、大多田川及びその支流の座頭谷に沿って数

100m の幅で続く断層破砕帯で、蓬莱峡と呼ばれ凸凹の激しい裸の岩が露

出し、いわゆる『悪地（バッドランド）地形』を呈している。このような

地形は、他にも有馬東側の白水峡、神戸市東端のロックガ－デンにも見ら

れる。 

 

オ 人文景観 

再検討時（昭和 59年）の指定書に記載なし。 
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山荘が設置された。阪神間モダニズムといわれる当時阪神間で花開いた

文化様式の雰囲気を伝える優雅な建築群は、今なお六甲山の緑に溶け込

み、独特の雰囲気を醸し出している。これらの建築物の一部は経済産業

省により近代化産業遺産に認定されている。 

さらに、本地域の特筆すべき景観として、山上からの夜景があげられる。

市街地の背後に位置する六甲山からは、夜になると大阪湾を囲む大都市

の極めて美しい夜景を眺めることができる。日本三大夜景にも選ばれた

六甲山からの眺めを目当てに多くの夜間利用者が訪れている。 

 

（２）利用の現況 

ア 本地域の観光客推計は次の通りである。 

 平 成

22 年 

平 成

23 年 

平 成

24 年 

平 成

25 年 

平 成

26 年 

平 成

27 年 

平 成

28 年 

六甲 

摩耶 

（ 万

人） 

208 183 214 212 193 201 204 

※「神戸市観光動向調査」より引用 

 

本地域の主な利用形態は、観光施設利用、風景（眺望）鑑賞、登山な

どが大部分を占めている。電車、バス、ケーブルカーなどの交通網が公

園内外で整備されているため、他の山岳公園と比較して、公共交通機関

による利用が多い。また、有馬温泉や神戸市街地の観光地と併せて利用

されている状況が伺える。どの利用形態も通年利用されているが、冬季

は降雪・凍結があるため、利用が減少する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用の現況 

本公園区域は、東北から西南へ長さ約 19km、西北から東南へ幅約 7km

の比較的こじんまりした山岳区域であるが、阪神間の大都市の市街地に

接しているため、古くから住民の野外レクリエ－ションの場として親し

まれており、その利用数は他の山岳公園と比較にならないものがある。 

なお、本公園の季節毎の主な利用形態及び年間の利用者数は次のとお

りである。 

 

      （夏 期） キャンプ、野外スポーツ、ドライブ 

               （昭和 56 年度における年間利用者数 1,064 万人） 

      （春秋期） 野外スポーツ、ドライブ 

      （冬 期） スキー 

      （通 年） 自然探勝、登山、ハイキング、参詣 
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（３）社会経済的背景 

ア 土地所有別 

本地域（陸域）は、国有地 852ha、公有地 2,254ha、私有地 3,748haで

あり、私有地の公園全体に占める割合が大きい。 

 

 

 

 

 

 

イ 人口及び産業 

（ア）本地域に関係する各市の人口及び世帯数は次の通りである（平成 29

年 11 月現在）。 

県名 市町村名 人口（人） 世帯数（戸） 

兵庫県 

神戸市 1,532,391 715,393 

西宮市 488,453 213,755 

芦屋市 95,060 42,287 

宝塚市 255,555 95,984 

合計 2,371,459 1,067,419 

 ※各市ＨＰより引用 

 

（イ）本地域に関係する各市の産業別人口は、次の通りである（平成 22

年 10 月現在）。 

兵庫県 
第 1次産業 第 2次産業 第 3次産業 

合計 
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

（３）社会的経済的背景 

ア 土地所有別現況 

(単位：ha) 

県 市 国有地 公有地 私有地 合計 

兵庫県 神戸市 

西宮市 

芦屋市 

宝塚市 

56 

14 

- 

 

70 

2,291 

402 

243 

- 

2,936 

2,590 

657 

265 

278 

3,790 

4,937 

1,073 

508 

278 

6,796 

 

イ 人口及び産業 

本公園のうち、まとまって常住人口があるのは、神戸市域の六甲山町に

約 1,200 人と芦屋奥池周辺の約 900 人があげられる。 

産業は、当地の殆どが山林で、阪神間の都市近郊に位置するため、山

頂一帯、特に六甲最高峰附近から、摩耶山にかけて、公共団体及び民間

の寮や保養所が 100 以上をかぞえ、また、遊園地、植物園、宿舎等のレ

ジャー施設が多数点在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

1
0
 

神戸市 4,974 0.8 124,429 20.0 494,038 79.2 623,441 

西宮市 646 0.3 38,197 19.7 155,543 80.0 194,386 

芦屋市 82 0.2 6,498 17.4 30,740 82.4 37,320 

宝塚市 854 0.9 18,010 19.8 72,136 79.3 91,000 

合計 6,556 0.7 187,134 19.8 752,457 79.5 946,147 

※「平成 22 年度国勢調査」より引用 

 

本地域のうち、まとまって常住人口があるのは、神戸市域の六甲山町の

約 200 人と芦屋市域の奥池周辺の約 1,300 人である。 

産業別就業者数の割合は、本地域に関係する自治体が阪神間の都市圏

に位置するため、第３次産業の割合が８割程度と高くなっている。国立公

園区域内には、レジャー施設が多数点在しているが、このような観光産業

従事者は山麓の阪神間の都市から通勤している者が多い。 

 

ウ 権利制限関係 

（ア）保安林 

（国有林） 

種類 位置 
重複 
面積
（ha） 

指定年月日 

土砂流出防備 
兵庫県神戸市灘区 地内 36 昭 53.3.11 

兵庫県西宮市 地内 14 大 6.7.4 

保健 
兵庫県神戸市灘区 地内 36 昭 35.3.11 

兵庫県西宮市 地内 14 昭 53.3.11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 権利制限関係 

（ア） 保安林 

(単位：ha) 
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（民有林） 

種類 位置 
重複 
面積
（ha） 

指定年月日 

水源かん養 兵庫県神戸市北区 地内 53 昭 26.4.30 

土砂流出防備 

兵庫県神戸市灘区 地内 65 

昭 34.12.28 
昭 42.12.5 
昭 57.4.9 
昭 57.11.24 
昭 58.8.30 
昭 59.10.24 

兵庫県神戸市兵庫区 地内 21 
昭 45.6.22 
昭 46.11.10 
昭 59.2.16 

兵庫県神戸市北区 地内 1,371 

明 40.12.28 
昭 2.5.3 
昭 16.4.9 
昭 34.6.11 
昭 56.12.6 
昭 57.1.29 
昭 57.4.9 
昭 57.7.12 
昭 58.8.13 
昭 59.9.10 
昭 59.10.24 
昭 62.6.30 

兵庫県神戸市中央区 地内 101 

昭 20.5.21 
昭 45.6.22 
昭 46.11.10 
昭 57.3.26 

兵庫県西宮市 地内 5 
昭 57.10.23 
平 11.7.27 
平 11.12.8 

兵庫県芦屋市 地内 296 

昭 34.11.8 
平 7.8.18 
平 9.10.23 
平 21.3.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種  類 位  置 重複面積 

土砂崩落流出防備 

 

 

 

 

 

 

 

水源かん養 

兵庫県神戸市北区地内 

〃 〃 中央区地内 

〃 〃 灘区地内 

〃 〃 東灘区地内 

〃 〃 兵庫区地内 

兵庫県西宮市地内 

   〃  芦屋市地内 

   〃  宝塚市地内 

   〃  神戸市北区地内 

           998 

88 

755 

454 

46 

54 

154 

100 

66 
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平 23.4.5 
平 26.3.14 

兵庫県宝塚市 地内 49 昭 30.2.16 

土砂崩壊防備 

兵庫県神戸市東灘区 地内 415 
昭 14.5.23 
昭 14.7.25 

兵庫県神戸市灘区 地内 511 

昭 8.5.5 
昭 14.6.3 
昭 14.6.7 
昭 25.4.22 
昭 27.7.23 
昭 31.7.8 
昭 44.2.28 

兵庫県神戸市兵庫区 地内 13 
昭 14.6.3 
平 21.3.31 

兵庫県神戸市北区 地内 2 昭 14.6.6 

兵庫県神戸市中央区 地内 108 昭 14.6.3 

兵庫県西宮市 地内 19 
昭 46.2.5 
昭 62.12.12 

干害防備 兵庫県神戸市中央区 地内 1 昭 51.4.16 

防火 兵庫県神戸市灘区 地内 5 
昭 28.4.9 
昭 28.6.14 

航空目標 兵庫県神戸市中央区 地内 9 明 30.12.31 

保健 
兵庫県神戸市灘区 地内 276 

昭 53.3.11 
昭 58.5.11 

兵庫県神戸市北区 地内 801 昭 58.5.11 

 

（イ）鳥獣保護区 

名称 位置 重複 
当初指定 

年月日 
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面積

（ha） 

六甲山鳥獣保護区 

兵庫県神戸市東灘区 地内 593 

昭 38.11.1 

兵庫県神戸市灘区 地内 1,581 

兵庫県神戸市兵庫区 地内 107 

兵庫県神戸市北区 地内 1,216 

兵庫県神戸市中央区 地内 395 

西宮市表山鳥獣保

護区 
兵庫県西宮市 地内 212 昭 37.11.30 

芦屋市裏山鳥獣保

護区 
兵庫県芦屋市 地内 518 昭 37.1.15 

 

（ウ）史跡名勝天然記念物 

区分 名称 位置 指定年月日 

国指定名勝 

再度公園・再度

山永久植生保存

地・神戸外国人

墓地 

兵庫県神戸市北

区 地内 
平 19.2.6 

 

（エ）近郊緑地保全地区 

名称 位置 

重複

面積

(ha) 

指定年月日 

 

 

 

 

 

 

（イ） 鳥獣保護区 

名  称 位   置 
重複面積

（ha） 
指定年月日 

六甲山 

 

 

 

 

西宮市表山 

芦屋市裏山 

兵庫県神戸市北区地内

〃    〃  中央区地内

〃    〃  灘区地内    

〃    〃  東灘区地内

〃    〃  兵庫区地内    

〃  西宮市地内 

〃  芦屋市地内 

1,476 

410 

1,720 

488 

110 

228 

508 

昭 38.11.1      

 

 

 

 

昭 37.11.30     

昭 37. 1.15 

 

 

 

 

 

 

（ウ） 近郊緑地保全区域 

名  称 位   置 
重複面積

（ha） 
指定年月日 
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六甲近郊緑地保

全区域 

兵庫県神戸市東灘区 地内 593 

昭 43.2.23 
昭 44.4.11 
昭 61.7.30 
平 9.10.23 

兵庫県神戸市灘区 地内 1,473 

兵庫県神戸市兵庫区 地内 107 

兵庫県神戸市北区 地内 1,994 

兵庫県神戸市中央区 地内 395 

兵庫県西宮市 地内 1,053 
昭 43.2.23 
昭 46.3.10 

兵庫県芦屋市 地内 519 
昭 43.2.23 
昭 46.3.10 

兵庫県宝塚市地内 271 
昭 43.2.23 
昭 46.3.10 

 

（オ）風致地区 

名称 位置 
重複面積

(ha) 
指定年月日 

六甲山 

兵庫県神戸市北区 地内 2,037 

昭 45. 7.14 

兵庫県神戸市中央区 地内 394 

兵庫県神戸市灘区 地内 1,796 

兵庫県神戸市東灘区 地内 593 

兵庫県神戸市兵庫区 地内 106 

兵庫県芦屋市 地内 515 昭 45. 7.14 

東六甲山 兵庫県西宮市 地内 405 昭 63. 6.21 

 

六  甲 兵庫県神戸市北区地内  

〃    〃  中央区地内    

〃    〃  灘区地内    

〃    〃  東灘区地内    

〃    〃  兵庫区地内    

〃  西宮市地内 

〃  芦屋市地内 

〃 宝塚市地内 

2,054 

410 

1,466 

580 

110 

1,050 

508 

278 

 昭 46. 3.10 

（エ） 風致地区 

名  称 位  置 
重複面積

（ha） 
指定年月日 

六甲山 

 

 

 

 

 

東六甲山 

兵庫県神戸市北区地内  

〃    〃  中央区地内    

〃    〃  灘区地内    

〃    〃  東灘区地内    

〃    〃  兵庫区地内  

〃  芦屋市地内 

〃  西宮市地内 

 2,196 

410 

1,722 

580 

110 

508 

410 

昭 45. 7.14 

 

 

 

 

 

 昭 46. 3.30 
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（カ）都市計画公園 

名称 位置 
重複面積

（ha） 
告示年月日 

瑞宝寺公園 兵庫県神戸市北区 地内 4 昭 33.3.31 

中央森林公園 
（森林植物園） 

兵庫県神戸市北区 地内 116 昭 58.2.25 

布引公園 兵庫県神戸市中央区 地内 2 昭 33.3.31 

奥山公園 兵庫県芦屋市 地内 0.3 
昭

58.11.29 
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４ 変更する公園区域 

瀬戸内海国立公園の区域の一部を次のとおり変更する。 

（表 3：公園区域（陸域）変更表） 

番号 区分 変 更 部 分 の 区 域 変 更 理 由 面  積（ha） 

１ 拡張 

兵庫県芦屋市 

 奥山の一部 

公園区域を明確にするため、区域線を変更し、区域が拡

張したため。 

1 

 

２ 削除 

兵庫県神戸市 

北区山田町上谷上の一部 

公園区域を明確にするため、区域線を変更し、区域が縮

小したため。 

△1 

 

３ 削除 

兵庫県神戸市 

 北区山田町上谷上の一部 

公園区域を明確にするため、区域線を変更し、区域が縮

小したため。 

△0 

 

国 0 

公 1 

私 0 

国 0 

公 0 

私 △1 

国 0 

公 0 

私 0 
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番号 区分 変 更 部 分 の 区 域 変 更 理 由 面  積（ha） 

４ 削除 

兵庫県神戸市 

 兵庫区平野町の一部 

公園区域を明確にするため、区域線を変更し、区域が縮

小したため。 

△4 

 

５ 削除 

兵庫県芦屋市 

 奥山の一部 

公園区域を明確にするため、区域線を変更し、区域が縮

小したため。 

△1 

 

 

変更部分 

面 積 計 

△5 

 

変 更 前 

公園面積 

6,859 

(6,788) 

 

 
変 更 後 

公園面積 

6,854 

 

 注）既存の公園区域の面積は、GISソフトを用いて再計算した数値であり、括弧内は変更前の公園計画書に記載された数値である。 

国 △1 

公 △2 

私 △1 

国 0 

公 0 

私 △1 

国 △1 

公 △1 

私 △3 

国 853 

公 2,255 

私 3,751 

国 852 

公 2,254 

私 3,748 



18



 

 



 

19



20



21



22


